
ISSN 1345-1723

京 都 大 学

第 27 号

��������������������������������

����������������������������������������

京都大学大学院文学研究科国語学国文学研究室

平成 24 年（2012）3 月

藤
原
公
任
の
私
撰
集
編
纂
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
下

文
（
一
）

―
『
金
玉
集
』
『
深
窓
秘
抄
』
の
配
列
と
構
成
か
ら

平
安
期
歌
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研
究
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お
け
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…
…
…
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…
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王
憶
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―
田
山
花
袋
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国
木
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独
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と
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ぐ
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て
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部
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小
山

順
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一
希
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行
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真
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濵
中
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貴
之
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延
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神
楽
歌
「
明
星
」
の
解
釈
に
つ
い
て

―
神
楽
歌
「
明
星
」
を
題
材
に
詠
ま
れ
た
和
歌
か

ら
―

田
林

千
尋

『
俊
頼
髄
脳
』
に
お
け
る
有
間
皇
子
の
説
話

―
岩
代
の
結
び
松
を
め
ぐ
っ
て
―K
aoru

N
.

V
illa

〈
谷
崎
源
氏
〉
考
（
一
）

―
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
に
お
け
る

改
訂
に
関
す
る
調
査
報
告
―

中
村

と
も
え

三
嶋

潤
子

〈
翻
刻
〉
陽
明
文
庫
蔵
伝
為
相
筆
『
古
今
和
歌
集
』

校
合
清
輔
本
勘
物

舟
見

一
哉

慶
長
九
年
九
月
和
漢
千
句

翻
刻
と
解
題

楊
昆
鵬

中
村

健
史

豫
楽
院

近
衞
家
凞
公
年
譜
稿
（
三
）

緑
川

明
憲

京
都

大
学

附
属

図
書

館
蔵
菊
池
三
渓
自
筆
稿
本
目
録
（
二
）

福
井

辰
彦

京
都
大
学
国
文
学
会

研
究
発
表
要
旨

ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
家
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い

て
小
鹿
原

敏
夫
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芥
川
文
学
の
変
容

田
鎖

数
馬

〈
谷
崎
源
氏
〉
考
（
二
）

―
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
に
お
け
る

改
訂
に
関
す
る
調
査
報
告
（
続
）
―中
村

と
も
え

三
嶋

潤
子

〈
谷
崎
源
氏
〉
考
（
三
）

―
『
潤
一
郎
新
訳
源
氏
物
語
』
愛
蔵
本
に
お
け
る

改
訂
に
関
す
る
調
査
報
告
（
補
）
―中
村

と
も
え

豫
楽
院

近
衞
家
凞
公
年
譜
稿
（
四
）

緑
川

明
憲

京
都

大
学

附
属

図
書

館
蔵
菊
池
三
渓
自
筆
稿
本
目
録
（
三
）

福
井
辰
彦

平
成
二
十
二
年
度

修
士
論
文
要
旨

ロ
ジ
ュ
ニ
ャ
イ
『
日
本
語
速
習
』
の
著
者
と
出
典

に
つ
い
て

A
lbeker

A
ndrás

芥
川
龍
之
介
「
切
支
丹
物
」
の
材
源
（
二
）

―
『
さ
ま
よ
へ
る
猶
太
人
』
―

須
田

千
里



投
稿

規
定

投
稿

規
定

投
稿

規
定

投
稿

規
定

一
、
本
誌
は
、
投
稿
資
格
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
国
語
学
・
国
文
学
に
関
す
る
論
文
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

一
、
投
稿
論
文
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
し
て
四
十
枚
（
本
誌
の
頁
数
で
十
二
頁
）
以
内
と
し
、
こ
れ
を

超
過
し
た
場
合
、
実
費
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
原
稿
の
採
否
は
査
読
委
員
会
が
決
定
い
た
し
ま
す
。
採
否
の
問
合
せ
に
は
お
答
え
し
な
い
こ
と
を
原

則
と
い
た
し
ま
す
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
原
則
と
し
て
京
都
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
そ
の
全
文
を
公
開
し
ま
す
。

一
、
原
稿
の
締
切
は
毎
年
二
度
、
七
月
・
一
月
の
末
日
と
し
ま
す
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
し
た
場
合
は
、
ソ
フ
ト
名
（
機
種
）
・
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
原
稿
枚

数
を
明
示
の
上
、
電
子
媒
体
と
印
字
し
た
原
稿
を
同
封
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
電
子
媒
体
と
印
字

し
た
原
稿
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

一
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
程
度
の
要
約
文
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
校
正
は
原
則
と
し
て
再
校
ま
で
と
し
ま
す
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
本
誌
三
部
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
本
誌
・
抜
刷
に
つ
い
て
は
実
費

を
申
し
受
け
ま
す
。

一
、
宛
先
は
以
下
の
通
り
と
し
ま
す
。
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